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３
月
９
日
（
木
）、
J
A
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
長
ね
ぎ
苗
の

発
芽
自
主
検
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
、育
苗
さ
れ
た
品
種
は
「
北
の
い
ぶ
き
」
他
で
あ
り
、

２
月
７
日
よ
り
は
種
さ
れ
て
い
る
長
ね
ぎ
は
、
１
ヶ
月
ほ

ど
経
過
し
、
約
10
㎝
程
の
高
さ
ま
で
成
長
し
て
い
ま
し
た
。

　

検
定
は
早
朝
よ
り
行
わ
れ
、
髙
島
専
務
理
事
を
は
じ
め
、

瀬
川
理
事
、
露
地
長
ね
ぎ
部
会
の
南
則
之
部
会
長
（
11
区
）

ら
部
会
員
に
よ
り
、
つ
ぶ
さ
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
品
種
平
均
し
て
発
芽
率
約

98
％
と
好
成
績
で
あ
り
、
苗
立
ち
も
良
好
で
、
生
育
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

１
作
目
の
組
合
員
へ
の
引
き
渡
し
は
、
３
月
14
日
（
火
）

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
ね
ぎ
苗
の
発
芽
検
定
実
施

　

２
月
27
日（
月
）、エ
ー
コ
ー
プ
な
ん
ぽ
ろ
店
２
階
研
修
室
で
、

露
地
長
ね
ぎ
部
会
栽
培
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
は
講
師
と
し
て
、
空
知
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部
支
所 

古
館
地
域
係
長
・
市
野
普
及
職

員
、
北
興
化
学
工
業
株
式
会
社 

柳
瀬
主
事
、
J
A
資
材
課 

長

船
技
師
に
講
習
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
長
船
技
師
よ
り
「
令
和
４
年
度
を
振
り
返
っ

て
」、
普
及
セ
ン
タ
ー 

古
館
地
域
係
長
及
び
市
野
普
及
職
員
よ

り
「
ネ
ギ
葉
枯
病
の
黄
色
斑
紋
症
状
他
に
つ
い
て
」、
北
興
化

学 

柳
瀬
主
事
よ
り
「
農
薬
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
」
の
３
部

構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
会
員
か
ら
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
て
か
ら
３
年
ほ
ど
講
習
会
を
行
え
ず
久
し
ぶ
り

の
開
催
で
あ
り
、
今
年
産
の
長
ね
ぎ
栽
培
が
始
ま
る
前
に
学

ぶ
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
良
か
っ
た
」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

長
ね
ぎ
部
会
栽
培
講
習
会
で
学
ぶ

　

２
月
17
日
（
金
）、Ｊ
Ａ
３
階
大
会
議
室
で
ゆ
め
ぴ
り

か
生
産
部
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
生
産
者
約
20
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
立
川
部
会
長
（
11
区 

㈱
響
）
よ
り

挨
拶
と
伴
に
昨
年
の
作
柄
や
今
後
の
南
幌
町
で
の
ゆ
め

ぴ
り
か
の
作
付
動
向
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
、
令
和
５

年
度
事
業
計
画
（
案
）
等
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
前
回
に

続
き
部
会
長
に
立
川
久
彦
さ
ん
、
副
部
会
長
に
白
倉
崇

史
さ
ん
（
三
重
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
め
ぴ
り
か
生
産
部
会
総
会
開
催



　

３
月
９
日
（
木
）、
J
A
３
階
大
会
議
室
で
南
幌
町

米
麦
改
良
協
会
主
催
の
栽
培
技
術
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
３
部
構
成
と
し
、
水
稲
編
は
空
知

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部
支
所 

山
越
専
門

普
及
指
導
員
、
畑
作
編
は
植
松
専
門
普
及
指
導
員
、

Ｊ
Ａ
情
報
提
供
編
は
Ｊ
Ａ
資
材
課 

長
船
技
師
に
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
稲
編
の
中
で
は
、土
壌
診
断
に
基
づ
く
施
肥
対
応
、

復
元
田
に
お
け
る
ほ
場
管
理
や
乾
田
・
湛
水
直
播
栽
培

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
20
名
以
上
の
組
合
員
が
出
席
し
、
今
年
度
の

営
農
に
向
け
て
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

栽
培
技
術
講
習
会
を
開
催

　

２
月
28
日
（
火
）、
３
月
１
日
（
水
）
の
２
日
間
、
J
A
３
階

大
会
議
室
で
令
和
５
年
施
肥
設
計
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

相
談
会
で
は
、
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部

支
所
と
J
A
資
材
課
技
師
ら
が
相
談
員
と
な
り
、
水
稲
・
畑
作
・

蔬
菜
の
３
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
令
和
５
年
産
農
作
物
の
施
肥
に

つ
い
て
土
壌
分
析
結
果
を
も
と
に
個
別
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

本
年
は
、水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
交
付
対
象
水
田
ル
ー

ル
厳
格
化
の
影
響
も
あ
り
、
復
元
田
で
の
水
稲
直
播
の
施
肥
量

に
つ
い
て
の
相
談
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
材
課 
長
船

技
師
よ
り
「
肥
料
等
が
値
上
が
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
土
壌
分

析
結
果
に
よ
る
相
談
内
容
を
い
か
し
、
適
正
施
肥
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
」
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
開
催
で
、
多
く
の
組
合
員
に
ご
来
場
い
た
だ
き
盛

況
の
う
ち
に
相
談
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
作
業
へ
向
け
て
相
談
会
開
催
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３
月
７
日
（
火
）、
南
幌
小
学
校
音
楽
室
で
小
学
５
年
生
に
よ
る
、
学
習

田
活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
に
は
、
学
習
田
の
圃
場
管
理
者
で
あ
る
織
田
章
さ
ん
（
鶴
城
）、

青
年
部
部
長
の
岩
村
国
宏
さ
ん
（
11
区 

㈱
響
）、
南
幌
町
産
業
振
興
課
職
員

と
J
A
農
業
振
興
課
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
児
童
が
田
植
え
体
験
グ
ル
ー
プ
か
ら
調
理
実
習
グ
ル
ー
プ
ま

で
の
４
班
に
分
か
れ
、
各
々
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
発
表
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
を
学
べ
た
」「
お
米
作
り
の

大
変
さ
が
分
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
は
お
米
を
残
さ
ず
た
べ
た
い
」
と
い
っ

た
児
童
達
の
い
ろ
い
ろ
な
感
想
か
ら
、
よ
い
学
習
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
発
表
後
に
は
、
お
礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
歌
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岩
村
国
宏
さ
ん
か
ら
は
、「
ブ
ラ
ボ
ー
！
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
で
た
く
さ
ん
の
事
を
体
験
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
に
も
楽

し
む
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
」
と
絶
賛
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
南
幌
町
を
担
う
児
童
達
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

収
穫
祭
を
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
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町
外
施
設
へ
訪
問
し
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ

　

３
月
14
日（
火
）、青
年
部
で
は
盟
友
及
び
町
内
農
業
者
を
対
象
と
し
た
、

町
内
農
業
者
技
術
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
北
広
島
市
の
ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

フ
ァ
ー
ム
西
の
里
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ホ
ク
サ
ン
株
式
会
社
で
は
、
農
薬
の
講
習
会
と
題
し
て
、
水
稲
除
草
剤

や
大
豆
の
殺
虫
剤
等
に
つ
い
て
学
び
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

無
人
ヘ
リ
の
歴
史
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
液
肥
散
布
ド
ロ
ー
ン
及
び
無
人
ヘ

リ
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
見
学
や
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
短
時
間
の
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
農
薬
事
情
や

最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
営
農
が
始
ま
る

前
に
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
は
、
講
師
も
招
き
懇
親
会
を
行
い
、
農
業
等
に
つ
い

て
良
い
情
報
交
換
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　奈良岡凌平

グリーンセンターのPOSシ
ステムが2月下旬から新しく
なりました！

購買品供給票も右記の通り、リニューア
ルしております。
詳細については資材課職員までお問合
せください。
～皆さまのご利用を心よりお待ちして
おります。～

グリーンコミュニケーション

　

３
月
上
旬
よ
り
町
内
各
圃
場
で
融
雪
剤
の
散
布
が
本

格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

融
雪
剤
の
散
布
は
、
緩
い
足
場
に
強
い
ク
ロ
ー
ラ
ト

ラ
ク
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
年
は
、
昨
年
に

比
べ
る
と
積
雪
量
が
少
な
い
年
と
な
り
、
３
月
13
日
時

点
で
は
町
内
平
均
積
雪
量
39
．３
㎝
と
昨
年
に
比
べ

42
．８
㎝
差
の
積
雪
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

融
雪
剤
散
布
後
の
圃
場
を
空
か
ら
撮
影
し
て
み
る

と
、
融
雪
剤
と
残
雪
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
白
と
黒
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
っ
た
跡
が
幾
何
学
模

様
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
春
作
業
が
始
ま
り
ま
す
が
、
農
作
業
事
故

に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

春
を
迎
え
る
前
に
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営 業 時 間 の 変 更 に つ い て
 4月１日（土）より営業時間が下記の通り変更になりますのでお知らせします。

○期 間  4月1日（土）～10月31日（火）

本 部 事 務 所

野 菜 関 連 施 設

JAバンク　　　　　　
共 済 窓 口 　 　 　 　 　　

J A バ ン ク A T M

エーコ ープA T M

推 進 本 部

8：30～17：00

8：30～17：00

9：00～18：00

9：00～18：00

8：30～17：00

休　業

休　業

休　業

休　業

9：00～17：00

休　業

※11:30～12:30の間、全ての窓口業務を休止

平　日 土　曜※

9：00～15：00
9：00～15：00
9：00～17：00

（貯金窓口）
（融資窓口）
（共済窓口）

※本部事務所は土曜日・日曜日・祝日休業。

　JAバンク窓口及び本所ATMは土曜日・日曜日・祝日休業。

　エーコープ本所ATMは日曜日・祝日休業。

※野菜関連施設については土曜日、日曜日、祝日も時期により稼働している場合があり

ます。（野菜等集出荷センター011-378-0539）

グリーンセンター

本 部 給 油 所

エーコープなんぽろ店

8：30～17：00

7：30～19：00

9：30～20：00

平日、土曜・日曜（祝日を含む）

※グリーンセンターは、１０月３１日（火）棚卸のためお休みさせていただきます。
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長船技師による営農情報！
★令和４年の南幌町の「土」はこうなっている
　今月は農作業も本格化し水稲育苗ハウスの設置やは種作業等で忙しい毎日かと思います。

　肥料価格高騰対策事業の要件の一つに土壌診断が含まれ、JAで実施した土壌分析点数は前年

より多く、特に復元田の分析が多くなっています。

　昨年の分析結果で特徴的な分析項目を抜粋したのが下のグラフです。

○水稲育苗床
・pHは4.0以下の苗床がなくなり改善効果が出ていますが、まだ基準値以下が36％あり石灰
質資材を投入し基準値まで改善します。
・リン酸過剰なので土壌分析処方箋に基づき、単肥配合を推奨します。
○水稲本田
・ケイ酸は10以下のほ場が20％を占めます。ケイ酸は耐倒伏性、病害虫抵抗性、登熟に関与
し、稲が最も多量に吸収する養分のため毎年補給することが大事です。
・リン酸は過剰傾向なので土壌分析処方箋に基づいた施肥を推奨します。
○畑作
・pHは石灰質資材の投与より以前より改良されてきていますが、pH5以下の圃場が分析点数
の8％を占めます。土壌分析に基づき石灰質資材を投入し改善します。
・リン酸は基準値以下のほ場と過剰ほ場が見られ土壌分析結果に基づきリン酸分を投与します。

２　土壌分析結果概要

３　土壌分析結果

１　土壌分析点数の内訳

※本年分析点数内訳　資材課分析２９３点、農業振興課外部委託分析６００点

年度

令和４年

比率％

水田苗床

14

1.6

水田

443

50.0

畑作

387

43.0

野菜

36

4.0

ハウス

13

1.4

合計

893

100

○水稲苗床
・分析点数１４点
・pH基準値　４．５～５．０
・pHは基準値以下が３６％を占めます。   

基準値：4.5～5.0

水稲苗床pH
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・ＪＡでは土壌分析結果に基づき圃場ごとに処方箋を作成し施肥銘柄、施用量、金額を示しています。
　土壌分析結果を活用し生産性向上と低コスト生産を目指しましょう。

○水稲苗床リン酸（トルオーグリン酸）
・分析点数１４点
・リン酸基準値　２０～４０㎎/100ｇ
・リン酸は基準値以上が７２％を占めます。   
・特に６０ｍｇ以上が２９％になっています。

基準値　20～40㎎/100ｇ

水稲苗床リン酸

〇水田本田（可給態ケイ酸）
・分析点数４４３点
・ケイ酸基準値　１６以上
・ケイ酸は１０～１６の層が増加しています。
・１０以下の圃場が２０％を占めます。

基準値　16以上

水稲ケイ酸

〇畑作pH
・分析点数387点
・pH基準値　５．５～６．５
・pHは基準値以下が３７％を占めます。   
・特に５以下が8％になります。

基準値：5.5～6.5

畑作pH

〇畑作リン酸（トルオーグリン酸）
・分析点数３８７点
・リン酸基準値　１０～３０
・リン酸過剰ほ場は約１０％占めます。   
・基準値以下のほ場が１２％になります。   

基準値：10～30

畑作リン酸
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◎
今
月
号
は
、
南　

則
之
さ
ん
（
11
区
）

に
表
紙
を
飾
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

組合員
（前年同期比

正組合員
（前年同期比

准組合員
（前年同期比

正組合員戸数
（前年同期比

2,672名
▲30名）

444名
▲3名）

2,228名
▲27名）

280戸
▲1戸）

令和5年2月末日現在

　　
３
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
監
査
講
評
】

１
、
決
算
自
治
監
査

【
議
　
　
案
】

１
、
令
和
４
年
度 

事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
お
よ

び
注
記
表
の
承
認
に
つ
い
て　

２
、
総
合
農
協
監
督
指
針
の
改
正
に
伴
う
「
３
つ
の
方
針
」
へ
の

対
応
に
つ
い
て

３
、
総
会
報
告
事
項
の
追
加
お
よ
び
承
認
に
つ
い
て

４
、
総
会
議
決
権
行
使
書
面
の
取
扱
い
に
つ
い
て

５
、
大
口
貸
付
に
つ
い
て

６
、
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

７
、
南
幌
町
農
業
委
員
会
の
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

８
、
行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

９
、
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

10
、
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

１
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立

に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

２
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
関
す
る
組
織
討
議

に
つ
い
て

３
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
米
お
よ
び
水
田
農
業

の
確
立
に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

４
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能
な
畑
作
・
青
果
政
策
の

確
立
に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
、
第
２
回 

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

２
、
令
和
５
年
度 

春
の
経
営
懇
談
会
の
開
催
内
容
に
つ
い
て

３
、
令
和
４
年
産 

委
託
調
製
大
豆
概
算
金
支
払
お
よ
び
仮
渡
金
返

還
に
つ
い
て

４
、
令
和
４
年
産 

委
託
調
製
な
た
ね
精
算
お
よ
び
仮
渡
金
返
還
に

つ
い
て

５
、
令
和
４
年
産 

て
ん
菜
本
精
算
お
よ
び
仮
渡
金
返
還
に
つ
い
て

６
、
南
幌
町
米
麦
改
良
協
会 

Ｊ
Ａ
出
荷
お
よ
び
良
質
米
麦
出
荷
表

彰
に
つ
い
て

７
、
２
月
末 

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

８
、
２
月
期 

Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

９
、
会
計
監
査
人
の
決
算
監
査
に
お
け
る
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

10
、
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

11
、
２
月
末
財
務
状
況
に
つ
い
て

３
月
16
日

　

春
の
陽
気
が
感
じ
ら
れ
る
日
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
先
月
ま
で
白
銀
だ
っ
た
圃
場
も
土
や
秋
ま
き
小
麦

等
が
顔
を
出
し
て
来
ま
し
た
。
な
ん
と
4
月
よ
り
新
入

職
員
が
入
協
し
吉
田
に
も
後
輩
が
出
来
ま
し
た
。
新
入

職
員
の
紹
介
は
、
5
月
号
で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み
に
。

南幌町

落葉を迎えた大豆

長ネギ収穫作業（㈲NOAH）

令和4年度農産物鑑定研修会「普
通麦の部」で最優秀賞を受賞した
高橋係。全道ナンバーワンです！！

優秀安全運転事業所として金賞を
受賞しました。職員の日々の安全運
転の積み重ねが実りました！

くみあいだより担当の吉田は、青年
部研修会に事務局として参加しまし
た。
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